
 

 

 

 

 

 

 

 

「水田利用スマート農業技術研修会」を開催 

 

２月 18 日、管内の土地利用型経営体を対象にスマート農業の導入効果や先端技術につい

て紹介する研修会を東近江地域農業センターと連携して五箇荘コミュニティセンターで開

催しました。当日は、農業者や関係機関から計 143 名の参加がありました。 

 

東近江地域での土地利用型農業におけるスマート農業の導入は、防除用ドローンや直進

田植機では進んでいるものの、他の農業機械や営農管理システムなどは、まだまだ少ない

状況であり、さらなるスマート農業の普及による農業生産性の向上と農業経営の発展が望

まれます。 

研修会では、「スマート農業による新しい農業経営～楽する、ワクワクする、儲かる農業

～」というテーマで、農研機構みどり戦略・スマート農業推進室の梅本氏から講演いただ

きました。その後、ザルビオ®フィールドマネージャー（以下、ザルビオ）を BASF ジャパ

ン（株）から、Z-GIS を JA 全農しがから情報提供いただき、当課からザルビオの活用によ

る実証結果の報告と農作業安全についての啓発を行いました。 

さらに、各農業機械メーカーから水田農業における RTK ネットワークシステムを活用し

た最新の農作業機械の紹介とブース展示をしていただきました。 

参加者は熱心に聴講され、講演会後には別室に設けた各メーカーのブース展示に足を運

ばれ、興味のある機械や技術について情報交換をされるなど、関心の高さがうかがわれま

した。 

当課では、引き続き関係機関と連携し、農業生産性の向上や農業経営の発展に向けたス

マート農業技術の導入を支援します。 

 

  

図１ 大ホールでの研修会 図２ 小ホールでのブース展示 
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